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【水温の鉛直分布】 

湾内の海面付近の水温は18℃前後と前回（7月2～3日）と同程度で〃昨年より低い状態でした。
また〃室蘭から八雲の沿岸側における海面～40m深までの水温は一様になっていました。一方
で〃湾中央部（St.31）と砂原沖（St.22）の20～40m深の水温は一様では無いものの10～17℃と〃
前回から大きく上昇し〃昨年より5℃以上高い状態でした 。湾外水温は昨年と同程度です。こ
れら沿岸部での水温一様化と中層水温の上昇の要因については3ページ目で解説します。 

連絡先：北海道立総合研究機構 函館水産試験場 調査研究部 管理増殖グループ 佐藤・渡野邉 

函館水産試験場のHPからもご覧頂けます（http://www.fishexp.hro.or.jp/cont/hakodate/index.html） 
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図1〃各地先の水温の鉛直分布と20m深における水温の水平分布 単位は℃ 
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平成25年7月27日～28日に釧路水産試験場試験調査船「北辰丸」にて噴火湾環境調査を実施しま
した。調査結果から、噴火湾周辺海域の水温・塩分・溶存酸素濃度の観測結果〃及び表層水の沈
降現象と津軽暖流系水の流入についてお知らせします。 

7月下旬の観測は昨年

から実施しているため
平年値はありません。 

H24年は欠測 



【湾奥湾外の水温・塩分・溶存酸素濃度の鉛直断面分布】 

Line1の湾内とLine2,3の湾奥付近には，塩分32以下で高水温な夏季噴火湾表層水が30m付近ま
で厚く分布しています（図2～4①②）。Line2,3の20～40m深には，高塩分な津軽暖流系水が湾
中央部まで流入しており，前回まで湾内に分布していた水温3℃以下の冷水はほとんど見られ
なくなっています（図3,4①②） 。現在，湾内における水深80m以上の観測点では，底層付近
に貧酸素水（3ml/l以下）が観測されています（図3～5③） 。 

図2，Line1の水温・塩分・溶存酸素濃度の鉛直断面図 図3，Line2の水温・塩分・溶存酸素濃度の鉛直断面図 

図4，Line3の水温・塩分・溶存酸素濃度の鉛直断面図 図5，Line4の水温・塩分・溶存酸素濃度の鉛直断面図 

各Lineの位置は図1の水平分布の点線を参照。断面上部の▼は観測点 

単位は水温（℃），溶存酸素濃度（ml/l）はASTDで観測，白線は3ml/lを示す No.009: 2/3 
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図8，40ｍ深の密度の水平分布（左：6月3日，右：7月27日） 

矢印は密度から推定した流れの模式図。水色は時計回りの渦，赤色は北西向きの流れ 

橙色の領域は津軽暖流水の分布を示す。 

●胆振側での表層水の沈降現象と湾中央部への津軽暖流系水の流入 

図6，森ー豊浦間の密度の鉛直断面図（左：6月3日，右：7月27日） 

位置は左地図の点線を参照。断面上部の▼は観測点 

【胆振側での沈降現象】･･･沿岸部での水温一様化の要因 

6月から8月の噴火湾では通常，軽い夏季噴火湾表層水が湾中央部に分布するため，南北断面の
等密度線はお椀型になります（図6左）。しかし今回の観測では，等密度線が渡島側では浅く
胆振沿岸では深くなっていました（図6右）。これは，7月中旬から南東風が継続して吹いてい
た事により（図7）， 表層水が胆振沿岸に寄せられ沈みこむ，沈降現象が起きたためだと考え
られます。沈降現象の原理は前回の速報（No.008）をご覧ください。この沈降と風による混合
の結果，胆振側沿岸部の水温は深い層まで一様になったと考えられます（図1）。 

【湾中央部への津軽暖流の流入】･･･中層水温の上昇要因 

今回，湾中央部の20～40m深には湾外から高温・高塩分の津軽暖流系水が流入していました
（図3,4①②） 。これは，湾中央部に北西向きの流れが形成された事を示しています。6月か
ら8月の噴火湾では通常，湾中央部の軽い夏季噴火湾表層水を中心に密度線に沿った時計回り
の渦を形成しています（図8左）。しかし，今回の観測ではこの夏季噴火湾表層水が風により
胆振側に寄せられたため，渦の中心も胆振側に移動していました（図8右）。その結果，湾中
央部に北西向きの流れが形成され，湾外から湾奥に向けて津軽暖流系水が流入しました。こ
れにより，湾内の中層水温は前回の観測よりも上昇したと考えられます（図2～5①）。 
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図7，アメダス（八
雲）による南東風の
力積（3日間積算） 

（7月下旬の強さは6

月下旬の4倍） 


